
【機械・電子システム工学専攻】 

 
ディプロマ・ポリシー 

 機械・電子システム工学専攻は，本校専攻科の学習・教育到達目標を達成するとともに，
機械と制御技術を基本としたハード面，情報システム技術を基本としたソフト面を統合し
た分野において，環境に配慮した高付加価値製品の設計開発および実践的に問題解決でき
る開発型技術者を育成する。本専攻に在籍し，所定の単位を修得した学生に対して，修了を
認定する。 
 
カリキュラム・ポリシー 

 ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために，以下の科目群を用意している。 
各目標とすべての科目の対応は，別紙「環境創造工学」教育プログラム履修手引きの「表２」
に記載されています。 

１．人類の未来と自然との共存をデザインする技術者育成科目として，技術と社会のかか
わり，環境科学，環境プロセス工学などを用意している。 

２．グローバルに活躍する技術者育成科目として，国際関係論，総合英語，論理的英語コ
ミュニケーションなどを用意している。 

３．創造力豊かな開発型技術者育成科目として，環境電磁気学，特別研究 I，特別研究Ⅱ
などを用意している。 

４．相手の立場に立ってものを考える技術者育成科目として，環境創造工学プロジェクト
などを用意している。 

 学業成績の評価は，科目担当教員が試験の成績，平常の学習態度や出席状況等を総合的に
評価して，原則として 100 点法で行います。各科目の具体的な評価方法はシラバスに記載
している。評価の点数 60 点以上及び合の科目は，修得科目となり，単位の修得が認定され
る。 
 
アドミッション・ポリシー 

Ⅰ．本校の専攻科は「環境に配慮したものづくりができる技術者」育成を目指しており，そ
の実現のために専攻科学生が達成すべき学習・教育到達目標が定められています。受け入
れる人物として(1) 本校専攻科が育成を目指す技術者像を十分に理解し，(2) 学習・教育
到達目標を達成して専攻科を修了できる資質を持った方を求めています。また，(2) につ
いては以下のことが求められます。 

 １．英語，数学，及び専門とする分野の基礎学力を備えていること 
 ２．論理的な記述や説明の基礎能力を備えていること 
 ３．新たな問題に取り組む積極性と計画性を備えていること 
 
Ⅱ．入学者選抜の基本方針 
・推薦選抜 
  入学者の選抜は、出願資格（調査書、推薦書及び志望理由書、TOEIC スコアまたは英

検合格証）の内容をもって総合的に判定します。ただし、書類の内容を確認する目的で面



接を実施する場合があります。面接を実施する方には、受験票送付時に面接を実施する旨
を通知します。 

・学力選抜 
  入学者の選抜は、出願書類及び学力検査並びに面接の結果を総合して行います。 
・社会人 
  入学者の選抜は、出願書類及び面接の結果を総合して行います。 
 


